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昭和３２年に産声を上

げた横須賀市スポーツ推

進委員協議会は、今日か

ら６１年目に入ります。

昨年度、と言っても２ヵ

月前の２月に「６０周年

記念式典」を盛大に開催

し、難産の末でしたが記

念誌も発行することがで

きました。関係された皆

さん、お疲れ様でした。 

今までも述べてまいりましたが、スポーツ推進委員

は地域で体育振興会の行事をこなすだけでなく、行政

がお膳立てした事業のお手伝いをするだけでもなく、

市民の立場に立って、多様化しつつ少子高齢化の進む

横須賀を見据え、「スポーツが横須賀を元気にする」

をスローガンに、生涯スポーツの普及・発展に寄与し

ていくのが役割です。さらにこれからは、パラスポー

ツやまちおこし等へもその手を広げていかなければ

なりません。協議会は、資質の向上や情報提供で、皆

さんの活動を支援してまいります。 

６０年の歴史を活かして、個人個人が役割を理解し、

地域で、行政の行事で、また協議会の事業で、活躍し

ていただければと思います。１人だけでは何も出来ま

せんが、３２２名で力を合わせ、新しい協議会をスタ

ートさせたいと思います。様々な行事・事業に、より

多くのスポーツ推進委員の皆さんの参加をお待ちし

ております。 

会長 武 雅兄（馬堀） 

 

 

 

４月より文化スポーツ観光部の部長を務めており

ます、上条です。スポーツ推進委員協議会の皆様には、

日頃から横須賀市のスポーツ推進のため、主催・主管

事業はもとより、それぞれの地域における生涯スポー

ツの普及の担い手としてご活躍いただき、多くの成果

をあげられていることに対して厚くお礼申し上げま

す。 

皆様には地域の体育振興だけではなく、横須賀市の

非常勤職員として、多くの事業に携わっていただいて

います。学区対抗球技大会

やスポーツフェスタでは、

子どもから大人まで幅広

い年齢層の方がスポーツ

に親しめるように、大会の

企画・運営、また各学区の

健民運動会においても精

力的にご活動いただき、地

域のスポーツを通じた交

流を深める場を作ってい

ただいています。さらに、

「新体力テスト測定員」や「学校体育授業サポーター」

としても、学校と連携・協力していただき、子どもの

体力の向上に大きく寄与していただくなど、本市のス

ポーツ振興にとりまして、皆様はかけがえのない存在

となっています。 

さて、ご承知のとおり、横須賀市では今年度より組

織改正が行われました。これにより、スポーツ推進委

員協議会の事務局も、４月からは文化スポーツ観光部

スポーツ振興課に移り、新たなスタートをきりました。

追浜地区にＤeＮＡベイスターズファーム施設の移転、

久里浜地区では横浜Ｆ・マリノスのトレーニング施設

が整備されることになりました。そして津久井浜では

ウインドサーフィンワールドカップ横須賀大会が昨

年に続き開催されます。さらにこれからは、障がい者

スポーツの普及も含め、誰もが気軽に楽しめる生涯ス

ポーツの街を作っていかなければなりません。横須賀

といえばスポーツの街と言っていただけるように、横

須賀の文化の魅力やスポーツと観光を密接に融合さ

せ、これまで以上に本市のスポーツ振興に邁進してま

いります。 

少子高齢化社会が加速する現代において、スポーツ

推進委員協議会の皆様への期待が益々高まっていま

す。どうか、皆様に求められている期待を大きなパワ

ーに変えて、横須賀市スポーツ推進委員協議会がます

ますご発展されることを願っております。今後とも横

須賀市のスポーツ行政にお力添えを賜りますようお

願い申し上げ、私の挨拶といたします。 

横須賀市文化スポーツ観光部 

部長 上条 浩   
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